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図書館機構でRDM支援サービスの検討を開始
した契機

教員からの問合せ（学術研究支援室＝URAを通じて）
他部局提供のデータベースとの連携検討依頼
桂図書館（2020年3月開館予定）での業務支援
オープンサイエンスに関する国内提言
アカデミックデータ・イノベーションユニットの発足
等、先導する動きに呼応
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※RDM=Research Data Management（研究データ管理）



図書館が関わる学内の検討体制

学際融合教育研究センター
アカデミックデータ・イノベー

ション・ユニット

•教員による研究（ユニット
長：梶田先生）

•情報、図書館、博物館、分
野別データリポジトリ運用
機関の教員、URA等

図書館機構

オープンアクセス特別委員会

•図書館機構副機構長

•部局選出の教員（法、博物
館、学術情報メディアセン
ター、図書館等）

•事務局：附属図書館

工学研究科

オープンデータ検討WG

•研究科直下のWG

•図書館協議会桂図書館担当
委員がWG長

•各専攻、情報、図書館

•事務局：工学研究科図書掛
（附属図書館職員陪席）
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ボトムアップ型で検討

オープンアクセス推進プロジェクトチーム



平成30年度の検討結果：
京大図書館機構がまず取り組むこと

桂図書館における支援業務の検討をバックアップ

論文のエビデンスデータの公開を、まず取り扱う
利用者への情報提供

データリポジトリ提供開始までの当面の対策を案内
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国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター https://rcos.nii.ac.jp/service/ より引用 5

京大図書館機構としては、
まず、公開基盤該当部分を
担当する
（論文のエビデンスデータ）

機関リポジトリ
KURENAI

https://rcos.nii.ac.jp/service/


委員会やWGで教員から寄せられた意見
データに関すること

 オープンにできるデータはない
 エビデンスデータとはどのようなものか
 保存データの基準とは（何もかも保存したら、すぐにストレージが
満杯になるのでは？）

 エビデンスデータをつけるのは当然の分野もある

データの管理・公開に関すること
 機関リポジトリ（KURENAI）に入れたら駄目なのか？
 大規模研究の場合はグループで管理している
 個人のデータは個人サイトで公開している
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委員会やWGで教員から寄せられた意見
研究データ管理の教育に関すること

 オープンデータだけではなく、研究の開始時からのポリシーや教育も
重要だが、それはどこで検討したらよいのか？

支援組織・支援体制に関すること
 大学としてどの部署が担当するかを決めてから、取りかかる方がよい
のでは

 図書館が検討することなのか
 図書館員にどこまでできるのか
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検討する中で見えてきた必要なこと
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1. 大学全体としてのRDMに対する方針

研究公正だけでなく、オープンサイエンスの
観点を含んだ位置付け

部署間の連携、役割分担

2.  図書館におけるRDM支援サービスの位置付け

3.  データリポジトリシステムの整備・提供

認証、ポリシー、規程、ライセンス表示方法等の
検討

業務フローの整備
（教員からのデータ受取方法等）

4. 「研究データ」そのものへの理解を深める
＝人材育成

分野別データの特性
分野別データリポジトリの把握

FAIR原則、研究プロセス、研究データ管理の
理解

エビデンスデータに係る情報の把握
（雑誌の規程等）

5.  大学院生への情報リテラシー教育



京都大学図書館機構の具体的な取り組み事項
1. 大学全体としてのRDMに対する方針
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・研究データの取り扱いに関するガイドライン案の作成、大学への提案
【事前作業中】
・どの部署がどのような研究支援を行うのか、大学としての検討を提案？【未着手】

2.  図書館におけるRDM支援サービスの位置付け
・図書館機構将来構想への反映 【進行中】
・桂図書館でのオープンサイエンス支援 【検討中】
・研究データ公開支援サイト（試行）の作成 【公開済】

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/researchdata/ アカデミックデータ・イノベーション
ユニットの協力

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/researchdata/


京都大学図書館機構の具体的な取り組み事項

4. 「研究データ」そのものへの理解を深める＝人材育成
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・データリポジトリの検討（新JAIRO Cloud実証実験への参加等）【準備中】
・リポジトリ関係規程改正の必要性などの課題整理 【進行中】

・検討過程で徐々に。MLA勉強会の開催、若手職員参加のWGなど【進行中】

・【未検討】

3. データリポジトリシステムの整備・提供

5.   大学院生への情報リテラシー教育



研究データ管理フレームワーク：能力成熟度
モデル
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5つの観点、5つのレベルで機関の
RDMサポート度を評価できる。
機関でのポリシー・手続き
ITインフラストラクチャ
職員によるサポートサービス
メタデータ管理
研究データ管理

Australian National Data Service (ANDS) > Creating a data management framework
https://www.ands.org.au/guides/creating-a-data-management-framework



研究データ管理フレームワーク：能力成熟度
モデル
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京都大学のレベル：ほぼ Level 1?
機関でのポリシー・手続き ITインフラストラクチャ 職員によるサポートサービス

Level 1
(初期)

手順が組織
化されてい
ない、その
場しのぎ

ポリシーや手続きは制定
されていない、アップ
デートされていない、ま
た/あるいは、相互に矛盾
している。

インフラの提供はつぎはぎ
である、組織化されておら
ず、あまり公にされていな
い。

トレーニングはその場しのぎ。
キュレーション・保存サービスは
組織化されていない。研究データ
管理計画の作成に関する支援はな
されていない。その他のサービス
についても一貫性がなく、あまり
公にされていない

Level 2
(開発)

手順は開発
途中

ポリシーや手続きが制定
され、お互いに調和がと
れている。

予算がテクノロジーとスキ
ルに投じられている。責任
が定義されている。プロセ
スが確立され、定義され、
文書化されている。

スキル開発に投資されている。
サービスは決定され、スタッフが
配置されている。責任が定義され
ている。文書やトレーニングが開
発されている。



研究データ管理フレームワーク：能力成熟度
モデル
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メタデータ管理 研究データ管理

Level 1
(初期)

手順が組織
化されてい
ない、その
場しのぎ

メタデータ管理はその場しのぎ。確立し
た基準がなく、ごく少数にしか理解され
ていない。

データはその場しのぎの場所に保管されている。
データの管理人しかデータがどこに保管されてい
るのか分からず、その研究者または小規模の研究
グループだけがアクセスできる。標準的なフォー
マットが適用されておらず、再利用できる可能性
は限定的である。

Level 2 
(開発)

手順は開発
途中

責任が定義され、スキルが開発されてい
る。手順が確立され、文書化されている。
メタデータが重要なデータセットに付与
され、外部と共有されている。

機関のストレージが開発されている。データの標
準が確立されている。



大学図書館におけるRDM支援サービス

実は従来の図書館業務と地続き

論文のオープンアクセスと総合的に考える必要

学術情報流通支援業務の一環として取り組むことで
オープンサイエンスに貢献
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